
高齢者が地域で生きがいをもち

安心して暮らせるために

平成29年4月より

介護予防・日常生活支援総合事業が始まります！

宍粟市では、高齢者の「介護予防」と「日常生活支援」を目的とし

た「介護予防・日常生活支援総合事業」を実施します。

総合事業では、高齢者がいくつになっても生きがいを持ち、住み慣

れた地域で安心して暮らしていくことができる取組みを進めます。

宍粟市 （平成29年４月作成）



《総合事業によって、予防給付（介護予防サービス）が変わります。》

要支援１・２の認定者を対象とした

○介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）

○介護予防通所介護（デイサービス）は、総合事業になります。

～平成29年３月31日 平成29年4月1日～

○予防給付（要支援１・２認定者）

福祉用具貸与、訪問看護

通所リハビリテーション 等

◎介護予防・日常生活支援総合事業

（介護認定を受けなくてもよい）

(1)介護予防・生活支援サービス事業

①訪問型サービス

②通所型サービス 等

(2)一般介護予防事業

訪問介護（ホームヘルプサービス）

通所介護（デイサービス） 移行

介護予防・日常生活支援総合事業（以下、総合事業）とは？

65歳以上の方を対象に、宍粟市が行う事業です。

★平成29年4月1日から★平成29年３月３1日まで

○介護予防事業
①一次予防事業

②二次予防事業

○予防給付

（要支援１・２の認定が必要）

移行

継続

《総合事業の特徴》

(1) 介護認定を受けなくても利用できることで、迅速にサービスの利用が開始でき

ます。

(2) 利用できるサービスの選択肢が増えます。

(3) 利用者の状況に応じて、今までと同じ基準のサービスを受けることもできます。

(4) 必要なときは、いつでも介護認定の申請ができます。

(5) 定期的な更新申請の必要がありません。

(6) サービスの種類によっては、ケアマネジャーのケアプランが必要です。
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訪問型サービス、通所型サービスのみを希望する場合には、要介護・要支援認定の手続きをし

なくても、基本チェックリストによる確認で利用することができます。

基本チェックリストは、国が定める25の項目により、日常生活に必要な機能が低下していない

かを確認するものです。

要支援認定の更新を迎えた人

認定の更新を

希望

①新規の申請者

②要介護認定の更新

③第2号被保険者

（40～64歳）

訪問介護サービス・通所介護サ

ービスのみ利用を希望

一般介護

予防事業

の利用を

希望

★総合事業の対象となった人も、必要な時は要介護・要支援認定を申請
することができます。

介護サービス

一般介護予防事業
（健康教室、介護予防

教室等）

※65歳以上のすべての

高齢者が利用できます。

介護予防・生活支援

サービス事業
（訪問型サービス

・通所型サービス等）

介護予防サービス
（福祉用具貸与、

訪問看護、通所リ

ハビリテーション

等）

総合事業
新設

介護福祉課または各保健福祉課の窓口へ

要介護・要支援認定申請

認 定

要介護１～５の人

生活機能の低下

が認められる人
自立した生活

が送れる人

基本チェックリストを受ける

要支援１・２の人

非該当
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基本チェックリストとは？
基本チェックリストは、国が定める25項目により、高齢者の日常生活に必

要な機能の状態を確認します。

電話

市記入

１ 0．はい 1．いいえ

２ 0．はい 1．いいえ

３ 0．はい 1．いいえ

４ 0．はい 1．いいえ

５ 0．はい 1．いいえ

６ 0．はい 1．いいえ

７ 0．はい 1．いいえ

８ 0．はい 1．いいえ

９ 1．はい 0．いいえ

１０ 1．はい 0．いいえ

１１ 1．はい 0．いいえ

１２
18.5未満
該当

１３ 1．はい 0．いいえ

１４ 1．はい 0．いいえ

１５ 1．はい 0．いいえ

１６ 0．はい 1．いいえ

１７ 1．はい 0．いいえ

１８ 1．はい 0．いいえ

１９ 0．はい 1．いいえ

２０ 1．はい 0．いいえ

２１ 1．はい 0．いいえ

２２ 1．はい 0．いいえ

２３ 1．はい 0．いいえ

２４ （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 1．はい 0．いいえ

２５ 1．はい 0．いいえ

　　　１．よい　　２．まあよい　　３．ふつう　　４．あまりよくない　　５．よくない

基本チェックリスト　　　実施日：平成　 　　年　 　　月　　　　日

記入者　□本人　□本人以外（氏名：　　　　　　　　　　　　続柄： 　　　　　電話：　　　　　　　　　　　）

※
太
枠
内
の
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

。

本人氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  Ｔ ・ Ｓ　　 　年　  　月 　　 日生（　　 　　　　歳）

住 所  宍粟市　　　　　　町

NO 質　問　項　目 回　答

バスや電車で１人で外出していますか

/5

日用品の買物をしていますか

預貯金の出し入れをしていますか

友人の家を訪ねていますか

家族や友人の相談にのっていますか

階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか

/5

椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか

１５分位続けて歩いていますか

この１年間に転んだことがありますか

転倒に対する不安は大きいですか

６ヵ月間で２～３ｋｇ以上の体重減少がありましたか

/2
身長　　　　　　　　ｃｍ　　　体重　　　　　　　ｋｇ　　【ＢＭＩ=体重kg÷身長m÷身長m

半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか

/3お茶や汁物等でむせることがありますか

口の渇きが気になりますか

週に１回以上は外出していますか

/2
昨年と比べて外出の回数が減っていますか

周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか

　/3自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか

今日が何月何日かわからない時がありますか

作成：290131 上記合計は№1～20

（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない

/5

（ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった

（ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる

（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする

健
康
観

あなたの健康状態はいかがですか。

　　　　/20
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総合事業の内容

総合事業は、介護予防と日常生活の自立支援を目的とした事業で、

以下の2つの事業があります。

１．介護予防・生活支援サービス事業

【対象者】・要支援１・２の認定を受けている人

・基本チェックリストにより生活機能の低下が認めら

れる人（要支援認定の人とほぼ同じ状態）

【サービスの種類】①訪問型サービス

自宅等に訪問してサービスを提供します。

②通所型サービス

通所の事業所でサービスを提供します。

総合事業

２．一般介護予防事業

【対象者】65歳以上のすべての高齢者

【サービスの種類】①いきいきクラブ（高齢者の通いの場づくり）

②介護予防教室

③健康教室、健康相談 等
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宍粟市の総合事業のサービス内容①

①介護予防訪問サービス
ホームヘルパーが訪問し、身体介護（入浴・排泄の介助

等）や家事援助（掃除・洗濯・買物等）を行います。

★提供回数（週1回から２回程度）

★利用料（利用回数に応じた金額）

※ただし、一定の利用回数以上の場合は利用料に上限額を設定しています。

②家事援助訪問サービス

ホームヘルパー等が訪問し、家事援助（掃除・洗濯・買物

等）を行います。

★提供回数（週1回から２回程度）

★利用料（利用回数に応じた金額）

※ただし、一定の利用回数以上の場合は利用料に上限額を設定しています。

１．介護予防・生活支援サービス事業

(1) 訪問型サービス

③地域活動訪問サービス

住民やボランティアのグループ等が、地域の総合事業対象

者の見守りや生活援助（ごみ出し等）を行います。

★提供回数（サービス提供者が設定します。）

★利用料（サービス提供者が設定します。）
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宍粟市の総合事業のサービス内容②

③ 短時間通所サービス（ミニデイ）

介護予防事業所等で、体力の向上を目的とした運動

プログラムを行います。

★提供回数（週１回）

★利用料（利用回数に応じた金額）

①介護予防通所サービス
通所介護事業所（デイサービスセンター）で、生活機能を

維持向上し要介護状態を予防するための機能訓練等を行いま

す。

★提供回数（週1回から２回程度）

★利用料（利用回数に応じた金額）

※ただし、一定の利用回数以上の場合は利用料に

上限額を設定しています。

②自立支援通所サービス

通所介護事業所（デイサービスセンター）で、自立した

生活の維持を目的とした体操やレクリエーション等を行い

ます。

★提供回数（週1回から２回程度）

★利用料（利用回数に応じた金額）

※ただし、一定の利用回数以上の場合は利用料に

上限額を設定しています。

(２) 通所型サービス
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② 介護予防教室（体操・脳トレ等）

体力の向上や認知症予防を目的とした教室や

講座を開催します。

③ 健康教室、健康相談

公民館等で老人クラブを対象に、定期的な

健康教室や健康相談を開催します。

宍粟市の総合事業のサービス内容③

２．一般介護予防事業

健康づくりや介護予防を目的とした事業です。

高齢者が生きがいを持ち、元気で活躍できる場づくりを進めます。

① いきいきクラブ（高齢者の通いの場づくり）

公民館等を活用して住民が主体的に運営する「通いの場」

に、専門職や介護予防サポーター等を派遣し、より効果的な

場の運営を支援します。

週１回、ＤＶＤを見ながら約30分

の体操を行います。年齢を重ねて

も、自分で動けるための体力づく

りを目指します。また、交流や安

否確認の機会になっています。

※いきいき百歳体操は通いの場の

メニューのひとつです。
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宍粟市では平成29年４月１日以降、総合事業を利用できます。現在、介護予防訪問介護・介護予防通

所介護を利用されている方は、要介護・要支援認定の更新後から総合事業のサービスをご利用できます。

総合事業は、要支援１・２または総合事業対象者の方が利用できるサービスです。

どの事業所のサービスを利用するかは、ご本人の意向、心身の状態や生活状況を確認した上で、ケア

マネジャーと相談しながら決めることになります。これまで利用していた事業所が総合事業のサービス

を提供している場合には利用を継続することができますので、地域包括支援センターの職員やケアマネ

ジャーにご相談ください。

総合事業に関する質問

総合事業の相談窓口

●介護福祉課（市役所 北庁舎内）
〒671-2573 兵庫県宍粟市山崎町今宿５番地15
電話：0790-63-3160 ﾌｧｯｸｽ：0790-63-3175

●一宮保健福祉課（一宮保健福祉センター内）
〒671-4137 兵庫県宍粟市一宮町閏賀300番地
電話：0790-72-2100 ﾌｧｯｸｽ：0790-72-2110

●波賀保健福祉課（メイプル福祉センター内）
〒671-4241 兵庫県宍粟市波賀町安賀232番地1
電話：0790-75-8800 ﾌｧｯｸｽ：0790-75-2415

●千種保健福祉課（保健福祉センター・エーガイヤちくさ内）
〒671-3223 兵庫県宍粟市千種町室1060番地１
電話：0790-76-8600 ﾌｧｯｸｽ：0790-76-8110

市の独自の基準によるサービスは、総合事業の対象者の状態などを考慮して、宍粟市独自の基準(人

員配置や利用料など)を設定したサービスです。従来の介護予防訪問介護・介護予防通所介護より、自

己負担が軽減されます。(サービスの選択は本人の意向、心身の状態や生活状況を踏まえて行います)

介護福祉課やお近くの保健福祉課へご相談ください
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